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１ 開会 

 ２ 挨拶 

３ 議 事 

 ⑴ 協議事項について 

ア 北本市国民健康保険税条例の一部改正（案）について 

イ 令和７年度北本市国民健康保険税について 

⑵ その他 

４ 閉会 
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会議次第 

資料 1-1 北本市国民健康保険税条例の一部改正（案）について 

資料 1-2 北本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例（案） 

資料 1-3 北本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例新旧対照表（案） 

資料 2-1 北本市国民健康保険事業特別会計 将来推計（R7年当初予算試算） ※現行税率に

よる試算 

資料 2-2 令和７年度北本市国民健康保険税について 税率等改定案１ 

資料 2-3 北本市国民健康保険事業特別会計 将来推計（R7年当初予算試算） ※改定案１に

よる試算 

資料 2-4 令和７年度北本市国民健康保険税について 税率等改定案２ 

資料 2-5 北本市国民健康保険事業特別会計 将来推計（R7年当初予算試算） ※改定案２に

よる試算 

資料 2-6 【参考】モデルケース（改定案１） 

資料 2-7 【参考】モデルケース（改定案２） 
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 北本市附属機関等の会議の公開に関する規則第２条（公開・非公開の決定）
について諮り、会議を公開することが了承されました。 
 また、北本市附属機関等の公開に関する規則第５条（会議資料の閲覧）に
ついて諮り、会議資料の閲覧が了承されました。 
 
  【傍聴人１名入室】 
 
１ 開 会 
 北本市国民健康保険に関する規則第４条第３項に規定する会議開催要件で
ある過半数の委員の御出席を頂いておりますので、本会議は成立いたします
ことを御報告します。 
 
２ 挨 拶 

  会長 大島 映一 氏 （－略－） 
 
３ 議 事 
 それでは、北本市国民健康保険に関する規則第４条第１項の規定により、
議長を大島会長にお願いします。 
 
⑴ 協議事項について 
 次第にありますとおり、本日は、協議事項が２件となっております。円滑
な議事進行に御協力をお願いします。 
 それでは、（１）協議事項のア 北本市国民健康保険税条例の一部改正（案）
について、事務局から説明をお願いします。 
 

 －資料１－１～１－３を示して説明－ （－略－） 
 
 ただいまの説明について質問はありますか。 
 
 今回の改正により後期高齢者支援分の課税限度額が変わると、結局のとこ
ろ何が変わるのですか。どういった影響が生じるのでしょうか。 
 
 今回の改正により、課税限度額に達する高所得者の国民健康保険税が最大
２万円引き上げられることとなります。現時点での推計ではありますが、令
和７年度に影響を受ける見込みの世帯は１４１世帯となっていますので、お
およそ２８２万円の増収が見込まれることになります。 
 

 収入の高い世帯からは少し多く徴収するけれども、低所得の世帯には特段
の影響は出ないということですね。 
 
 そのとおりです。 
 
 ほかに質疑等はないようですので、次の議題に移りたいと思います。 
 続きまして、イ 令和７年度北本市国民健康保険税について、事務局から
説明願います。 
 
 －資料２－１～２－７を示して説明－ （－略－） 
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 ただいまの説明について質問はありますか。 
 

 具体的なモデルケースを提示いただいて、理解がしやすかったです。 
 結局のところ、改定案２であっても、令和８年度には基金残高が２００万
円のみとなり、翌令和９年度にはすぐに不足額が生じることが見込まれると
いうことですね。ではその後はどうなるのかと、不安が残ります。なかなか
難しい問題だとは思いますが、もっと根本的な解決方法は無いものでしょう
か。 
 
 改定案１であっても改定案２であっても、最終的に二段階で市町村標準税
率まで引き上げていくための第一段階目の位置づけですので、各年度で確保
すべき基金残高を確認しながら、その後の引き上げ幅を検討していくことと
なります。 
 

 北本市は、ふるさと納税でたくさんの寄付を受けていると思います。その
大きな寄付額を活用して国保財政の不足額を補うことはできないのでしょう
か。 
 
 国民健康保険の会計は特別会計ですので、一般会計からの繰り入れや補填
は法的に限定されています。そのため、ふるさと納税を直接活用することは
できないということになります。 
 なお、本市では、現状においても法定外繰入を行っていませんが、令和５
年度に策定された『埼玉県国民健康保険運営指針（第３期）』では、県内で法
定外繰入を行っているいくつかの自治体についても準統一までに削減をする
よう求められています。こうした状況に鑑みても、本市において新たに法定
外繰入を実施することは、事務局としては想定しておりません。そのため、
本市の財源不足分をカバーするためには、保険税率等の引き上げしか選択肢

としては無い状況にあります。 
 
 無い所からお金を取っていくようなことは嫌な感じがしますので、できる

ことならやりたくないなと思います。一時しのぎではあっても、市民にとっ
て非常に重要な「健康」に関する事柄なのだからふるさと納税による寄付額
を活用してもよいのではないかと考え、意見をさせていただきました。 
 
 低所得者世帯に関しては保険基盤安定負担金の対象ですので、低所得世帯
の負担が増大すると国・県からの負担金が多くなる仕組みとなっています。
不足金額を補うために税率等改定を行うことがそのまま低所得世帯に跳ね返
るわけではないことを申し添えます。 
 

 令和７年度の納付金や市町村標準税率の秋の試算結果次第では、配布資料
にある本市の国保特会の将来推計も大きく動くことになるだろうと思いま
す。県から来るお金が増えたり、市が負担すべきお金が減ったりすれば、こ
こまで税率等を上げなくても問題は生じない、ということにもなるでしょう。
税率等を細かく検討していくのは、１２月に入り、秋の試算結果が出てから
開始することとしてもよいのではありませんか。 
 
 御指摘のとおりで、事務局としても、県から示される秋の試算結果を踏ま
えて、次回会議にて、委員の皆様に詳細な推計をお示しできればと考えてお
ります。 
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 改定案１では、また来年、税率等改定の議論をすぐに詰めていく必要が生
じることが明らかだと思います。毎年同じような検討作業を行い毎年税率等

を上げるよりも、今回は改定案２を選択し、今後の検討は多少の余裕をもっ
て行う方が望ましいのではないでしょうか。 
 
 改定案１は、令和９年度の準統一に向けて今後二段階で税率等を上げてい
く基本的な考え方による案となっています。 
 秋の試算結果が全ての鍵にはなるのですが、参考としてお伝えをしておき
ますと、県から示される納付金の総額は減っていく傾向にあり、また、被保
険者数も減少傾向にあります。そのため、もしかすると、改定案１を選択し
たとしても余剰が生じる可能性はございます。 
 一方で、県の方で基金の取り崩しがあったことから、令和７年度から令和
９年度の３か年で示す納付金を調整することによりその取り崩し分を解消し
ようとする動きがございます。そのため、これまでの傾向としては納付金の

総額は下がることが見込まれるのですが、取り崩し分への県の今後の対応を
含めて考えると、やはり先行きは不透明な状況にあります。 
 これらのことを踏まえると、やはり秋の試算結果を確認しないと細かな検
討作業を行うのは難しいところではございますが、今回の会議では、現時点
での将来推計の規模感を委員の皆様にお示ししたく、改定案１及び改定案２
をそれぞれ作成いたしました。 
 本日の会議では、改定案２を選択したとしても令和８年度時点で基金残高
が２００万円となってしまうことについて不安視する声も頂きました。今回
の会議で頂いた委員の皆様の意見を持ち帰り、秋の試算結果も踏まえた上で、
次回会議にて、改めて試算結果及び改定案をお示しいたします。 
 
 国民健康保険税の引き上げの話が出ていますが、今年度から始まった特定
健診の自己負担の無償化は今後も継続されますか。仮に来年度国民健康保険

税が上がり被保険者の負担が増える一方で特定健診が再び有償となるので
は、負担ばかりを感じて被保険者は納得しないのではないかと危惧していま
す。 

 
 特定健診の自己負担の無償化は今年度に開始した事業ですので、その実績
や効果等を見極めながら次年度の展開のあり方を検討していく必要がござい
ます。しかしながら、市としては、令和５年度に策定した『北本市国民健康
保険データヘルス計画及び北本市特定健康診査等実施計画（令和６年度～令
和１１年度）』に基づき、健診受診率の向上、及びその後の適切な保健指導に
つなげることで医療費の抑制を図ることとしていることから、次年度以降も
継続して、健診費用の無償化を行っていきたいと考えております。なお、令
和７年度予算案にも、令和６年度に引き続き、関連予算を計上しております。 

 
 ほかに質疑等はないようですので、本日の協議事項のア及びイのそれぞれ
については、「承認」とすることでよろしいでしょうか。 
 
 【「はい」という声あり】 
 
 それでは、各協議について「承認」といたします。 
 
⑵ その他 
 続きまして（３）その他について、事務局からお願いします。 
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 －事務連絡－ （－略－） 
 

 以上で、予定されていた全ての議事が終了しましたので、議長の任を解か
せていただきます。 
 
４ 閉 会 
  副会長 佐藤 道子 氏 （－略－） 
 
 以上をもちまして、令和６年度第２回北本市市町村の国民健康保険事業の
運営に関する協議会を終了いたします。 
 

了 

 


